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地震被害調査の概要

調査メンバー
• 井上和真 (群馬高等専門学校)

• 植村佳大 (京都大学)

• 友部遼 (東京工業大学)

• 志賀正崇 (⾧岡技術科学大学)

• 栗間淳 (東京大学)

新潟県，富山県，石川県に渡って広範な地盤被害が確認

主な調査地点
• 新潟県新潟市
• 富山県氷見市
• 石川県七尾市，河北潟周辺



新潟市:調査の概要

砂丘

氾濫
平野

調査チーム:井上（群馬高専），植村（京大），志賀（⾧岡技科大），栗間（東大生産研）
調査場所:新潟市西区・中央区



地盤被害 新潟市西区寺尾上

県道16号の北東側 (砂丘高地
側)で舗装の圧縮ひび割れや
破壊が顕著に見られる



地盤被害 新潟市西区寺尾上

県道16号に平行な道路も舗
装の引張亀裂や建物の傾斜
が見られた



地盤被害 新潟市西区寺尾東

県道16号から南東側の低地に向かって低
層住宅・商店の基礎地盤の滑動、および
舗装の



地盤被害 新潟市西区寺尾東



地盤被害 新潟西郵便局



新潟市中央区川岸町（川岸町アパート付近）地盤被害

1964年新潟地震時に
アパート転倒の被害写真が撮られた川岸町付近．
本地震では大きな被害は見られず．



地盤被害 ときめき西



地盤被害 鳥原(とっぱら)・善久(ぜんく)



金沢近郊:調査の概要

調査チーム:井上（群馬高専），植村（京大），
志賀（⾧岡技科大），栗間（東大生産研）
・2024年1月4日:石川県金沢市・かほく市・内灘町・
湖南町
※被害調査報告の範囲

干拓地にあたる部分に広く地盤被害が確認．

左図 J-SHIS:地形・地盤分類
250mメッシュマップより



河北潟干拓地

河北潟側 干拓地側

河北潟に面した道路沿いで広域に液状化が発生



内灘町宮坂・西荒屋かほく市大崎

液状化の発生・道路の沈下・家屋および電柱の傾斜が干拓地内で広く確認された．



内灘町宮坂・西荒屋かほく市大崎

地盤変位によるひび割れ，圧縮を受けひび割れた道路



内灘町宮坂・西荒屋かほく市大崎

小学校の校舎には目立った損傷は確認されず．
窓ガラスは割れた様子はなし．

玄関部や校庭のひび割れ，沈下



内灘町宮坂・西荒屋かほく市大崎の被害調査まとめ

•干拓地全域に地盤被害．

•道路の陥没，家屋・電柱の傾斜，地盤の側方の変位が確認

•ゆるい傾斜に沿った地盤の側方変位が生じ，家屋などに被害が
生じたか



能登半島南東部:調査の概要

調査チーム:井上（群馬高専），植村（京大），
志賀（⾧岡技科大），栗間（東大生産研），
友部（東工大）
・2024年1月3日:富山県氷見市―石川県七尾市
※被害調査報告の範囲







七尾市赤浦潟周辺



能登半島南東部の被害調査まとめ

•都市部から農村部に至る広域に渡って地盤被害

•道路の陥没，家屋・電柱の傾斜/倒壊，液状化，地すべりを確認

•風化砂岩からなる斜面において，至る所で地すべりが発生

※一部情報を新潟大学金澤伸一先生と保坂吉則先生より提供していただきました


